
避難所の巡回診療に伺いました。
大変な生活の中でも、皆さん優しく
してくださり、初めての活動で
緊張していた心が解れたのを覚えています。
熊本地震では、多くの方に助けて頂きました。
困った時はお互い様。
コロナで不自由な生活が続きますが
助け合っていきましょう！

もう10年になるんですね。
新型コロナのため、
石巻とは1年間ご無沙汰してしまいましたが、
また会いにいきますね。
時間が経っても悲しいお気持ちは
変わらないと思いますが、少しでも
元気出してもらえると嬉しいです。
新聞配りにいったらお話しましょう。

きずな新聞　佐藤俊一／しゅん（東京都）

10年間、
たくさんの涙と笑顔を皆さんと共有しました。
直接お会いした方、
紙面を通して出会ってくださった方、
すべての出会いに感謝です。
11年目のこれからも、共に歩んでいきましょう。
あの日を生き抜き、
そして今日まで生きててくれて、ありがとう。

きずな新聞　岩元暁子／あき（東京／石巻）

コロナ禍で思うように石巻に行けませんが、
お会いしたお一人お一人のお顔を
思い出しています。
ただでさえ自由に人に会えない今、
皆さんはどうされているのかと気になります。
またお会いできる時を楽しみに、
私もがんばります。
お元気でいてくださいね。

きずな新聞　あさこ（愛知） 熊本県赤十字血液センター　益田光梨

私達は石巻赤十字病院の救急外来の
支援として、平成23年7月下旬から10日間、
石巻市に行きました。
皆様は後片付けにお疲れの中、
被災体験についてお話して下さいました。
今も私達の気持ちが
離れることはありません。

名古屋第一赤十字病院　海津陽子・安藤俊子

蛇田中学校の体育館で支援活動をしました。
校長先生が陣頭指揮をとり、
一生懸命炊き出しをしていた姿が
今も忘れられません。
先生は、定年退職が近いようでしたが
「今はまだ終われない」と仰り、
逆に私が励まされました。
自分もそう強くありたいと思います。

成田赤十字病院　西宮昌弘

お元気ですか。あの日から
毎年東北を訪れています。
共に歩み10年が経ちました。
たとえ世間が忘れても、
赤十字はあの日を忘れずに
ずっと寄り添っていきたい。
皆様への感謝を心に留め、
幸福を願いながら。
日赤医療センター　つばくろ

福岡から飛行機と車で石巻赤十字病院へ
向かい、病院敷地内のテントを拠点として
救護活動したことを思い出します。
小学校の活動では、石巻の方々 から
笑顔と感謝と労いの言葉を頂けたことが
今でも忘れられません。
どうぞお身体にはお気をつけ下さい。

今津赤十字病院　小野哲雄

私は石巻市に「心のケア要員」の
一員として伺いました。
被災された方々 にどのような言葉を
お掛けすれば良いのか、とても悩みましたが、
こちらからの問いかけをみなさんが
とても優しく受け入れてくださり、
本当に嬉しかったことを
一生忘れることはありません。

岡山県赤十字血液センター　古谷野智

当時、震災前にも一度訪れたことがあった
石巻の変わり果てた姿に言葉を失いました。
ただ、日和山の桜だけは変わらず美しく、
その先に広がる街の復興を強く願いました。
10年たっても苦しい気持ちは
消えてはくれませんが、
今自分に出来る事を
続けていきたいと思っています。

葛飾赤十字産院　福島ゆり子

震災当時、私は北海道に住む高校生でした。
学生時代自分ができることの一つとして
復興ボランティアに参加し東北中を
駆け巡りました。
困難を乗り越え続ける
皆様の姿から計り知れない勇気をもらい、
石巻の日赤職員として働く今の私がいます。
心からありがとう。

石巻赤十字病院　古賀朗太

2011年4月に、湊小学校で活動しました。
大変な状況の中、多くの方が笑顔で
診察に来られ、こちらが元気を
いただいたことを思い出します。
あれから10年の歳月が経過しますが、
遠い九州の地で当時のことを
風化させないよう努めていきたいと思います。

福岡赤十字病院　中牟田丈寛    

新聞のコーナー『ボケずに100歳』を読んで
感想を送って下さる方、
テレビの放送で『これいいね！』と
楽しみにしてる方がいることを知り、
とても励みになっています。
有難うございます！いつか実際にお会いして、
楽しく『ボケずに100歳体操』
出来たら良いなと夢見ています♡

きずな新聞　神山弓子（千葉）

石巻赤十字病院にて患者搬送や
資材運搬等を赤十字の職員として
活動させていただきました。
当時の状況は今でも鮮明に記憶しており、
活動に参加できたことは私の財産です。
コロナ禍で直接お会いすることが
難しいですが、皆様に心からの
笑顔が増えますように！

愛媛県赤十字血液センター　柏木靖也

会えないからこそ、
心の繋がりが大切だと思います。
出逢ってくれて、ありがとう☆　

きずな新聞　かな（女川）


